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〈
出
題
〉
九
段
　
西
村
一
義

中
級
ク
ラ
ス

〈
ヒ
ン
ト
〉

桂
が
主
役
の
攻
め
と
な
る
。

（
10
分
で
二
段
）

持
駒
　
角
桂

発行所
東京都千代田区霞ヶ関

財務ビル内（〒100-0013）

全国税労働組合
発行人　岡田　俊明

電　話（03）3581－3678
ＦＡＸ（03）3507－0886
振替口座　00140-2-68514

“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei

宿
舎
等
の
国
公
有
地
▼
こ
れ

ら
の
切
り
売
り
を
推
進
す
る

の
が
「
国
家
公
務
員
宿
舎
の

移
転
・
跡
地
利
用
に
関
す
る

有
識
者
会
議
」
で
、
森
ビ
ル

事
業
に
深
く
関
与
し
て
い
る

人
物
を
座
長
に
、
利
害
関
係

者
と
思
わ
れ
る
面
々
が
名
を

連
ね
る
▼
東
京
国
税
局
や
地

方
財
務
局
・
建
設
局
が
あ
っ

た
大
手
町
跡
地
を
「
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
拠
点
」
に
す
る
と
い

う
の
が
開
発
構
想
の
宣
伝
文

句
▼
こ
の
跡
地
は
平
方
㍍
当

た
り
９
７
０
万
円
（
公
示
地

価
の
半
分
程
度
）
の
超
安
値

で
売
却
さ
れ
、
し
か
も
倍
近

い
容
積
率
で
経
団
連
会
館
や

日
経
ビ
ル
、
Ｊ
Ａ
ビ
ル
等
が

建
設
さ
れ
る
▼
国
民
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
国
有
地
を
タ

ー
ゲ
ッ
ト
に
、
特
定
の
企
業

に
巨
利
を
も
た
ら
す
「
国
公

有
地
の
売
却
」
は
マ
ッ
タ
だ
。

不
動
産
会
社

や
ゼ
ネ
コ
ン

に
と
っ
て
み

れ
ば
垂
涎
の

的
の
政
府
庁

舎
や
公
務
員

初任給中心に８年ぶり改定

人
事
院
は
８
月
８
日
、
初
任
給
を
中
心
に
し
な
が
ら
俸
給

表
改
善
で
は
８
年
ぶ
り
と
な
る
一
般
職
国
家
公
務
員
の
給
与

改
定
な
ど
に
関
す
る
勧
告
な
ら
び
に
報
告
を
、
国
会
と
内
閣

に
対
し
て
行
い
ま
し
た
。

国
公
労
連
・
全
国
税
は
、

07
年
人
勧
に
む
け
て
①
賃

金
・
一
時
金
の
改
善
、
初
任

給
の
抜
本
改
善
、
②
所
定
勤

務
時
間
の
当
面
一
日
15
分
の

短
縮
、
③
非
常
勤
職
員
の
処

遇
改
善
を
重
点
課
題
と
し
、

追
及
を
強
め
て
き
ま
し
た
。

人
事
院
は
、
①
０
・
35
％

の
官
民
較
差
に
も
と
づ
き
、

初
任
給
を
中
心
と
し
た
若
年

人
事
院
が
「
報
告
」
で
言

及
し
た
①
所
定
勤
務
時
間
の

短
縮
に
む
け
た
環
境
整
備
や

超
勤
縮
減
の
具
体
的
施
策
、

②
非
常
勤
職
員
の
給
与
の
検

討
、
さ
ら
に
③
公
務
員
の
高

齢
期
に
お
け
る
雇
用
確
保
策

勤
務
時
間
の
短
縮
な
ど
切
実

な
要
求
を
前
進
さ
せ
、
労
働

基
本
権
の
早
期
全
面
回
復
を

含
む
民
主
的
公
務
員
制
度
の

確
立
に
む
け
て
、
秋
季
年
末

段
階
の
と
り
く
み
を
強
化
し

て
い
き
ま
す
。

「時短は待ったなしであり、諸条件をク
リアした上で15分短縮を勧告しない限り
職場は収まらない」と、国公労連・全国
税は繰り返し人事院を厳しく追及してき
ました。
人事院も「民間企業における平均所定
内労働時間は、１日当たり７時間44分、
１週間当たり38時間48分となっており、
職員の勤務時間より１日当たり15分程
度、１週間当たり１時間15分程度短くな
っている」ことを明示してきました。
各府省当局も「所用の準備を行えば業
務遂行に影響を与えることなく対応可
能」としていました。
それにも関わらず、人事院は①交替制
勤務の職場等における体制整備や既存の
短時間勤務制度への波及の検討には、今
しばらく要する　②従がって、早期に民
間準拠を基本として勤務時間を見直すこ
とが適当と考えるが、本年直ちに時短を
勧告することが出来る状況には至ってい
ないと判断した、と頑な姿勢に終始、不
当にも時短勧告をサボタージュしました。

な
ど
は
、
政
府
・
使
用
者
の

責
任
で
早
急
に
対
処
す
べ
き

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
住
居
手
当
見
直
し
着
手
は

今
後
重
要
課
題
と
な
り
ま
す
。

国
公
労
連
・
全
国
税
は
、

公
務
員
賃
金
の
確
定
、
所
定

す
」
と
し
、
改
善
を
見
送
っ

た
こ
と
は
断
じ
て
認
め
ら
れ

ず
、
直
ち
に
条
件
整
備
を
行

い
、
速
や
か
な
時
間
短
縮
の

実
現
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
非
常
勤
職
員
の
処

遇
に
つ
い
て
「
民
間
の
状
況

も
見
つ
つ
、
そ
の
位
置
付
け

等
も
含
め
て
検
討
を
行
う
必

要
が
あ
る
」
と
の
指
摘
を
初

め
て
行
い
ま
し
た
が
、
具
体

的
な
施
策
の
打
ち
出
し
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

□
　
□
　
□
　
□

時
間
の
見
直
し
・
超
勤
縮
減

対
策
な
ど
に
つ
い
て
言
及
し

て
い
ま
す
。

長
年
続
い
た
賃
金
抑
制
・

切
り
下
げ
の
も
と
で
、
俸
給

表
の
改
善
を
勝
ち
と
っ
た
こ

と
は
運
動
の
成
果
で
す
。
し

か
し
、
俸
給
表
全
体
の
改
定

に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
比

較
対
象
企
業
規
模
を
「
１
０

０
人
以
上
」
に
回
復
し
な
か

っ
た
不
作
為
の
結
果
で
あ
り

一
時
金
の
増
加
分
を
勤
勉
手

当
に
充
て
、
較
差
の
一
部
を

地
域
手
当
に
配
分
し
た
こ
と

な
ど
は
容
認
で
き
ま
せ
ん
。

□
　
□
　
□
　
□

所
定
勤
務
時
間
の
短
縮
に

つ
い
て
、「
来
年
の
勧
告
を

目
途
に
…
勤
務
時
間
を
見
直

層
の
俸
給
月
額
の
引
上
げ

（
中
高
年
齢
層
は
据
え
お

き
）
、
子
等
の
扶
養
手
当
の

５
０
０
円
引
上
げ
、
地
域
手

当
の
改
定
（
一
部
は
07
年
４

月
に
遡
及
）
、
②
一
時
金
の

０
・
05
月
改
善
、
③
「
専
門

ス
タ
ッ
フ
職
俸
給
表
」
08
年

度
新
設
等
を
勧
告
し
、
報
告

で
は
人
事
評
価
制
度
の
導
入

な
ど
に
対
す
る
認
識
や
勤
務

つ
い
て
人
事
院
と
交
渉
。

全
国
税
は
、
①
課
税
・
徴

収
事
務
は
複
雑
困
難
化
に
反

し
て
水
準
差
は
低
下
し
続
け

て
い
る
、
②
そ
の
拡
大
を
図

る
た
め
、
特
に
、
第
一
線
の

現
場
の
中
核
と
な
っ
て
い
る

上
席
・
統
括
官
の
５
・
６
級

の
水
準
差
拡
大
を
強
く
求
め

ま
し
た
。

対
応
し
た
松
尾
参
事
官

は
、
「
税
務
水
準
差
は
対
応

号
俸
で
差
額
を
確
保
し
て
い

る
」
と
し
、
中
高
年
層
の
水

準
差
拡
大
に
極
め
て
消
極
的

な
姿
勢
に
終
始
、
そ
の
結
果

は
表
の
通
り
で
、
05
年
に
く

ら
べ
て
も
（
06
年
は
給
与
改

定
見
送
り
）
、
率
で
０
・

03
％
、
金
額
で
１
５
０
０
円

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

税
務
の
職
務
に
対
す
る
評

価
の
象
徴
で
あ
り
、
職
員
に

と
っ
て
極
め
て
大
き
な
関
心

事
で
あ
る
水
準
差
│
そ
の
拡

大
に
背
を
向
け
た
07
年
給
与

改
定
は
到
底
受
入
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。

こ
と
し
６
月
、
全
国
税
は

「
90
年
の
10
・
７
％
を
ピ
ー

ク
に
年
々
低
下
し
、
05
年
に

は
９
・
36
％
と
な
っ
て
い
る

税
務
職
水
準
差
（
税
務
職
俸

給
表
の
行
政
職
俸
給
表(

一)

に
対
す
る
較
差
）
」
問
題
に

も
の
で
す
。
同
時
に
、
全
国

税
に
対
す
る
恐
怖
心
を
職
場

に
あ
お
り
、
専
制
支
配
す
る

当
局
の
旧
態
依
然
の
体
質
を

露
呈
し
た
も
の
で
す
。

酒
席
で
酔
っ
払
っ
た
先
輩

に
「
マ
ル
ゼ
ン
は
…
」
と
絡

ま
れ
、
面
罵
さ
れ
た
悔
し
さ

…
謝
罪
の
言
葉
を
何
回
繰
り

返
さ
れ
て
も
こ
の
悔
し
さ
は

消
え
ま
せ
ん
。

□
　
□
　
□
　
□

全
国
税
の
抗
議
に
対
し
、

対
応
し
た
局
総
務
課
長
は
、

の
メ
ー
ル
の
一
文
で
す
。
こ

れ
が
、
全
署
の
職
員
を
対
象

に
誤
送
信
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
税
は
「
Ｚ
（
ゼ
ッ
ト
）」

の
隠
語
で
言
い
表
す
ほ
ど
怪

し
い
団
体
で
あ

り
「
文
句
を
言

う
」
危
険
な
団

体
と
決
め
つ
け

る
な
ど
全
国
税

労
働
組
合
と
組

合
員
を
嫌
悪
・

敵
視
し
、
蔑
視
、

誹
謗
中
傷
す
る

急
の
局
長
交
渉
開
催
を
求

め
、
①
全
国
税
労
働
組
合
と

組
合
員
へ
の
謝
罪
、
②
全
職

員
に
今
回
の
経
過
と
あ
わ
せ

全
国
税
敵
視
政
策
の
放
棄
に

つ
い
て
明
確
に
説
明
す
る
、

③
当
該
メ
ー
ル
発
信
に
か
か

わ
っ
た
総
務
課
長
、
補
佐
、

係
長
の
処
分
・
配
置
換
え
、

あ
わ
せ
て
局
長
の
任
命
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
、
④
全
国

税
組
合
員
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
差
別
の
根
絶
を
確
約
す
る

よ
う
追
及
し
て
い
ま
す
。

「
不
快
な
思
い
を
さ
せ
た
こ

と
は
申
し
訳
な
い
」
と
謝
罪

し
て
い
ま
す
が
、
「
係
長
が

起
案
し
て
補
佐
、
課
長
と
決

裁
し
た
も
の
で
は
な
く
、
組

織
と
し
て
出
し
た
メ
ー
ル
で

は
な
い
」
「
異
動
と
伝
達
時

期
が
タ
イ
ト
で
あ
っ
た
が
、

署
総
務
課
長
へ
伝
達
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伝
え
た
く
送
っ

た
も
の
」
と
の
回
答
に
終
始

し
て
い
ま
す
。

□
　
□
　
□
　
□

全
国
税
東
海
地
連
は
、
緊

左
は
、
さ
る
７
月
23
日
、

名
古
屋
局
総
務
二
係
長
が
管

内
各
署
総
務
課
長
宛
に
送
信

し
よ
う
と
し
た
「
『
職
員
団

体
へ
の
伝
達
』
に
つ
い
て
」

悲惨！中高年・地域切りすて

敵
視
・
蔑
視
の
メ
ー
ル
発
覚

税　務
水準差

低
下
に
歯
止
め
か
か
ら
ず
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機
関
紙
の
力

【
北
海
道
地
連
】

８
月
２
日
付
機
関
紙

『
全
国
税
北
海
道
』
の
コ

ラ
ム
は
「
一
元
化
部
門
で

は
毎
朝
８
時
半
か
ら
の
打

ち
合
わ
せ
が
行
わ
れ
『
準

備
時
間
の
』
形
骸
化
が
危

惧
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
指

摘
。
こ
れ
を
受
け
て
一
元

化
部
門
で
は
、
統
括
か
ら

「
８
時
半
か
ら
９
時
の
打

ち
合
わ
せ
禁
止
」
の
連
絡
。

職
場
か
ら
は
「
機
関
紙
の

力
」
と
の
声
が
全
国
税
に

届
き
ま
し
た
。

Ｚ
が
文
句
を
言
っ
て
…

【
近
畿
・
南
大
阪
支
部
】

某
局
の
総(

二)

係
長
、

７
月
25
日
の
「
育
児
の
た

き
継
ぐ
ま
で
頑
張
り
ま

す
。

【
７
月
５
日
　
守
口
コ
ー

ス
】
統
括
官
、
明
日
休
ん

で
ど
こ
へ
と
訊
か
れ
る
。

平
和
行
進
へ
約
16
㎞
と
言

う
と
暑
い
の
に
何
で
と
？

「
平
和
を
守
る
と
言
っ
て

も
、
私
に
は
歩
く
こ
と
し

か
で
き
ま
せ
ん
か
ら
」
と

答
え
る
。

【
７
月
15
日
　
相
生
市
役

所
〜
赤
穂
市
役
所
】
昨

年
に
続
き
全
国
税
の
旗
の

ト
リ
を
受
け
持
つ
。
兵
庫

県
下
最
大
の
難
所
、
高
取

峠
を
越
え
る
時
は
汗
で
ビ

ッ
シ
ョ
リ
。
最
後
に
一
言
。

戦
争
へ
の
道
は
許
さ
な
い

ゾ
ー
！

め
の
短
時
間
勤
務
…
…
」

の
組
合
伝
達
の
事
前
連
絡

(

署
の
総
務
課
長
に
２
日

程
前
に
通
達
す
る)

で
、

こ
と
も
あ
ろ
う
か
全
職
員

に
メ
ー
ル
発
信
す
る
ミ
ス

を
。
さ
ら
に
、
そ
の
中
に

『
Ｚ
が
文
句
云
々
』
の
言

葉
が
使
わ
れ
て
い
た
。
揶

揄
す
る
表
現
が
強
く
差
別

意
識
丸
出
し
の
非
常
識
な

記
載
が
、
組
合
対
策
の
ま

さ
か
『
本
陣
』
で
使
わ
れ

る
と
は
。
個
人
の
資
質
以

前
の
問
題
だ
。
局
長
の

『
任
命
責
任
』
も
問
わ
れ

る
の
で
は
？

07
年
原
水
爆
禁
止

国
民
平
和
大
行
進

リ
レ
ー
日
誌
よ
り

【
５
月
６
日
　
夢
の
島
出

発
】
生
憎
の
雨
。
９
人
が

行
進
に
参
加
。

【
６
月
11
日
　
犬
山
市
】

昨
年
に
続
い
て
参
加
。

去
年
は
名
古
屋
市
役
所
〜

岩
倉
市
役
所
で
し
た
が
今

年
は
岐
阜
へ
の
引
継
ぎ
。

参
加
者
４
名
で
カ
ン
パ
隊

も
や
り
疲
れ
た
。
参
加
者

が
多
く
、
今
の
世
情
を
反

映
し
て
い
ま
す
。

【
６
月
30
日
　
柏
原
・
大

阪
入
り
の
出
発
式
】
今

年
は
多
数
の
国
税
・
税

■
「
現
状
で
十
分
」
と
答

え
た
人
の
意
見

（
な
し
）

■
「
不
足
し
て
い
る
」
と

答
え
た
人
の
意
見

▽
局
の
短
時
間
の
研
修
を

除
け
ば
、
ほ
と
ん
ど
が
「
現

場
研
修
」
。
間
違
っ
た
ま
ま

覚
え
る
と
そ
の
ま
ま
だ
し
、

身
に
つ
か
な
い
　
▼
月
１
回

は
必
要
　
▽
事
務
内
容
を
確

定
し
た
上
で
、
従
事
す
る
人

っ
て
き
た
仕
事
を
そ
の
ま
ま

一
元
化
事
務
で
や
る
に
あ
た

っ
て
何
か
変
わ
る
の
か
分
ら

え
ば
、
人
員
の
確
保
。
人
減

ら
し
あ
り
き
の
今
の
ス
タ
ン

ス
で
は
無
理
な
こ
と
は
分
か

っ
て
い
る
が
…
　
▽
賦
課
系

統
、
特
に
個
人
担
当
が
不
足

■
「
現
行
で
十
分
」
と
答

え
た
人
の
意
見

▽
一
人
一
人
が
真
面
目
に

働
け
ば
。

■
「
不
足
し
て
い
る
」
と

答
え
た
人
の
意
見

▽
申
告
処
理
Ｇ
の
下
請
け

に
窓
口
Ｇ
が
従
事
。
源
泉
・

資
料
は
落
ち
着
い
て
引
継
ぎ

が
で
き
ず
、
担
当
者
が
変
更

で
き
な
い
。
報
告
事
務
も
同

様
　
▼
特
定
の
職
員
の
負
担

が
大
き
い
　
▽
今
の
人
員
が

全
て
や
る
気
の
あ
る
人
で
あ

れ
ば
Ｏ
Ｋ
か
も
。
確
申
を
一

元
化
で
や
る
の
は
不
可
能

▼
ま
ず
何
を
求
め
る
か
と
い

員
を
決
定
す
べ
き
　
▼
Ｏ
Ｊ

Ｔ
の
時
間
を
増
や
す
べ
き

▽
窓
グ
ル
ー
プ
が
同
じ
内
容

の
は
ず
が
な
い
。
研
修
す
る

気
が
あ
る
と
は
思
え
な
い

▼
タ
ッ
ク
ス
・
ア
ン
サ
ー
を

な
ぞ
る
だ
け
の
研
修
は
無
意

味
。
実
際
に
相
談
が
多
い
事

例
を
講
師
が
知
ら
な
い
ね
。

他
系
統
職
員
に
分
り
に
く
い

ポ
イ
ン
ト
な
ど
説
明
で
き
な

い
状
態
　
▽
全
く
足
り
な

い
、
月
々
の
部
門
研
修
に

も
出
ら
れ
な
い
。
特
に
、

資
産
税
の
客
が
多
い
の
で

資
産
税
の
研
修
を
し
て
ほ

し
い
　
▼
研
修
は
多
い
に

こ
し
た
こ
と
は
な
い
が
、

研
修
時
間
が
取
れ
な
い
と

い
う
の
も
事
実
で
あ
る

（
５
時
以
後
に
行
う
し
か

な
い
の
か
な
）

▽
一
元

化
の
事
務
は
各
事
務
系
の

事
務
手
続
き
を
理
解
し
な

「
研
修
期
間
、
方
法
に
つ
い
て
」
の
設
問
に

「
従
事
人
員
に
つ
い
て
」
の
設
問
に

■
不
安
は
な
い
と
答
え
た

人
の
意
見

▽
今
ま
で
各
系
統
で
や

「
今
後
の
処
遇
に
不
安
が
あ
り
ま
す
か
」
の
設
問
に

研
修
は
で
き
な
い
と
思
う

▼
局
で
の
研
修
が
全
く
な
か

っ
た
　
▽
か
な
り
不
足
し
て

い
る
　
▼
う
わ
べ
、
形
式
的

▽
机
上
で
ど
れ
だ
け
研
修
を

行
っ
て
も
無
駄
。
一
つ
の
系

統
を
何
年
も
従
事
す
る
し
か

身
に
つ
か
な
い
　
▼
相
談
の

回
答
に
自
信
が
持
て
な
い

▽
研
修
す
る
と
な
っ
て
も
、

窓
口
に
欠
員
が
出
る
と
の
理

由
で
全
員
参
加
は
難
し
い

▼
他
系
統
の
改
正
税
法
研
修

を
受
講
し
て
も
基
本
が
分
か

っ
て
い
な
い
の
で
理
解
し
に

く
い
　
▽
各
時
期
に
応
じ
た

研
修
を
行
っ
て
ほ
し
い
　
▼

研
修
に
関
し
て
は
、
「
ほ
ぼ

実
用
的
な
ハ
ウ
・
ツ
ー
こ
そ

必
要
と
思
わ
れ
る
　
▼
研
修

や
意
見
交
換
で
不
都
合
点
等

を
ま
と
め
る
　
▽
軌
道
に
乗

れ
ば
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
な
じ
む
ま
で
は
不
足
す

る
と
思
う
　
▼
新
人
が
多
く

て
Ｏ
Ｊ
Ｔ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

▽
日
々
の
仕
事
で
手
一
杯
で

け
れ
ば
Ｋ
Ｓ
Ｋ
人
力
は
難
し

い
　
▼
実
務
に
即
し
た
研
修

を
も
っ
と
行
っ
て
ほ
し
い
。

ま
た
経
験
を
通
じ
て
学
ぶ
こ

と
が
多
い
た
め
、
余
裕
を
持

っ
た
人
員
配
置
と
し
て
ほ
し

い
　
▽
本
年
は
異
動
後
の
一

日
程
度
だ
け
で
あ
り
、
無
か

っ
た
に
等
し
い
　
▼
日
々
の

仕
事
を
指
導
・
指
示
す
る
対

応
が
で
き
て
い
な
い
　
▽
研

修
方
法
に
は
な
じ
ま
な
い
が

皆
無
」
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

不
足
し
て
い
る
。
職
員
は
も

と
よ
り
「
対
納
税
者
」
を
本

気
で
考
え
る
べ
き
！

■
「
分
ら
な
い
」
と
答
え

た
人
の
意
見

▽
研
修
を
充
実
さ
せ
て

も
、
最
後
は
個
人
の
資
質
の

問
題
で
す
。

し
て
い
る
　
▼
ど
う
み
て

も
足
り
ず
、
休
暇
が
な
か

な
か
取
れ
な
さ
そ
う
で
あ

る
　
▽
個
人
系
統
が
３
人

で
は
き
つ
い
　
▼
ア
ル
バ

イ
ト
の
人
た
ち
を
う
ま
く

活
用
す
れ
ば
現
行
で
充
分

で
は
な
い
か
と
思
う
　
▽

試
行
で
は
人
数
を
増
や
し

て
、
順
調
に
な
っ
た
ら
減

ら
す
べ
き
　
▼
軌
道
に
乗

る
ま
で
は
人
員
を
増
や
す

▽
課
税
内
部
と
一
元
化
担

当
双
方
に
人
手
不
足
が
あ

る
　
▼
「
一
元
化
」
以
外

の
人
間
は
わ
れ
関
せ
ず

で
、
全
く
応
援
し
な
い
。

各
１
統
で
さ
え
フ
オ
ロ
ー

も
応
援
も
し
な
い
　
▽
現
場

を
見
れ
ば
す
ぐ
分
り
ま
す

▼
課
税
部
門
を
一
元
化
と
内

部
に
分
け
た
こ
と
で
、
事
務

に
従
事
す
る
人
間
が
減
っ

た
。
窓
口
当
番
に
も
事
務
日

数
を
奪
わ
れ
る
。
監
査
人
員

が
足
り
な
い
　
▽
公
務
員
の

人
員
削
減
の
中
で
の
新
し
い

施
策
（
一
元
化
）
を
行
う
の

は
逆
行
し
て
い
る
。

■
「
分
ら
な
い
」
と
答
え

た
人
の
意
見

▽
ハ
ッ
キ
リ
と
し
た
事
務

分
担
、
事
務
計
画
、
事
務
量

の
積
算
が
な
く
、
人
数
だ
け

を
割
り
当
て
て
い
る
　
▼
人

数
の
問
題
で
は
な
い
。

な
い

■
不
安
で
あ
る
と
答
え
た

人
の
意
見

▽
一
元
化
に
統
合
さ
れ

た
後
、
自
分
の
居
場
所
が

残
る
か
不
安
。
給
与
も

「
女
性
だ
か
ら
」
と
差
を

つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
気
が

す
る
　
▼
上
司
が
仕
事
を

知
ら
な
い
　
▽
徴
収
部
と

し
て
一
元
化
運
営
を
や
っ

て
い
け
る
の
か
?!

▼
一

つ
か
な
い
　
▽
（
一
元
化
担

当
を
）
抜
け
ら
れ
る
の
か

▼
給
料
が
下
が
る
と
か
、
仕

事
量
が
増
え
る
と
か
良
い
話

は
聞
か
な
い
。
管
理
に
い
る

限
り
逃
れ
ら
れ
な
い
　
▽
一

元
化
完
全
実
施
時
の
組
織
体

系
（
所
属
、
ポ
ス
ト
等
）
が

分
ら
な
い

■
分
ら
な
い
と
答
え
た
人

の
意
見

▽
ど
う
と
で
も
な
れ
と
い

う
投
げ
や
り
な
気
分

と
思
う
　
▼
直
属
の
統
括
官

は
遥
か
彼
方
の
席
に
お
り
、

口
を
き
く
時
は
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
対
処
で
き
な
い
苦
情
、

休
暇
申
請
時
位
の
も
の
。

日
々
の
仕
事
の
決
裁
も
直
属

統
括
官
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
あ

る
。
高
い
評
価
を
得
た
い
気

持
ち
は
な
い
が
、
普
段
の
仕

事
振
り
も
分
ら
ず
正
当
な
評

価
で
き
な
い
と
思
う
　
▽
財

務
省
設
置
法
、
税
理
士
法
、

訓
令
な
ど
変
更
点
の
見
当
も

元
化
担
当
に
入
っ
た
た
め
に

転
課
交
流
は
で
き
な
い
の
で

は
…
、
事
務
屋
を
ど
う
評
価

す
る
の
か
？
　
▽
給
与
が
行

政
職
に
か
わ
る
と
い
う
噂
が

あ
る
　
▼
ま
す
ま
す
軽
く
み

ら
れ
そ
う
　
▽
調
査
以
外
は

税
務
職
員
で
は
な
い
と
い
う

副
署
長
も
い
た
　
▼
調
査
を

希
望
し
て
い
な
い
の
で
一
元

化
担
当
で
生
き
て
い
く
し
か

道
が
な
い
　
▽
一
元
化
の
仕

事
は
外
回
り
の
仕
事
に
比
べ

れ
ば
結
果
が
表
に
現
れ
に
く

く
、
評
価
も
低
く
な
り
そ
う

で
処
遇
に
も
影
響
し
て
く
る

46年の伝統を持つ「全国税山のつどい」。今年は８月４日から６日
にかけて、南アルプス南部の荒川岳、赤石岳（いずれも３千メート
ル峰）に挑み、山上の自然を満喫しました。（写真は、赤石岳山頂）

３

次
号
に
匿
名
意
見
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
、
健
康
に
つ
い
て

寄
せ
ら
れ
た
職
場
の
意
見
を
掲
載
し
、
４
回
に
渡
る
こ
の
シ

リ
ー
ズ
を
終
了
し
ま
す
。

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉

前
号
お
よ
び
１
８
５
５
号

の
詰
将
棋
出
題
に
間
違
い
が

あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
を
申

し
上
げ
前
号
出
題
を
再
掲
す

る
と
共
に
、
１
８
５
５
号
の

持
駒
を
「
飛
銀
銀
」
に
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

国民平和大行進に参加した兵
庫県支部の仲間たち

関
・
厚
生

の
方
々
と

の
交
流
あ

り

が

と

う
。
７
月

７
日
、
兵

庫
県
に
引


